
土地・地盤情報レポート 
 

本書は特定の住所を含む地域に関し、役所や大手地盤調査会社が保有する土地・地盤情報を

ご紹介するものです。その住所の土地の固有情報ではないことをご了承ください。 

 

【本書の構成】  

『土地情報レポート』（株式会社タス提供）／『解説書』（株式会社さくら事務所作成） 

※各項目の解説については、本レポート後半の「解説書」をお読みください。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  （データ提供：株式会社タス） 
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⼟地・地盤情報レポート

【解説書】 
＊注意事項＊本解説書では株式会社タス（データ出典︓大手地盤調査株式会社）提供

の「⼟地情報レポート」の内容を説明しています。レポート及び解説書は、特定の地

盤の安全性を検証するものではなく災害時に⼟地（地域）に起こる被害傾向をお知ら

せするものです。
対象物件個別の地盤情報は、売主等が保有する地盤調査報告書をご確認ください。 

SAMPLE
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「ゆれやすさ」について 

■地表⾯に近い地盤が軟らかいと、固い地盤よりも地震による揺れは⼤きくなり、この項で「ゆ

れやすい」「ややゆれやすい」という評価は、地質が柔らかい（やや柔らかい）ことを指します。 

まったく同じ設計の建物を「柔らかい地盤の⼟地」と「硬い地盤の⼟地」のそれぞれに建て

た場合、柔らかい地盤に建つ建物の⽅が⼤きく揺れるかもしれず、同じ耐震性能でも地盤が弱

い⼟地に建つ建物のほうが、被害が⼤きくなることもあります。 

出典︓内閣府作成「地震防災マップ作成のすすめ」 

■本書は地域的な情報を元に出されたものであり、地盤は１メートル離れるだけでも異なる構

成になります。また、上に建てる建物の重量や形状とその地質との相性が最も重要で、鉄筋コ

ンクリート造のマンションにとっては柔らかい地盤でも、それより軽量な⽊造⼀⼾建てにとっ

ては⼗分な強さであることもあります。 

そのため、特定の⼟地の地盤がどんな地質なのか、また建物との相性を知りたい場合は、地

盤調査会社発⾏の「地盤調査報告書」に記載されている考察などを確認してみましょう。 

※地盤調査報告書の有無は、分譲マンションは管理組合に、分譲⼀⼾建ては所有者に有無を確

認します 
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■建物の規模や重量などに対し地盤が弱い場合には、固い層（⽀持層）まで杭を施⼯したり、

地震時に影響を受ける可能性がある軟弱層の地盤を補強したりといった、⼤きな地震への対策

が施されているかも確認します。 

■⾏政が「ゆれやすさマップ」を公開しています。お住まいの地域のマップがあるか、都道府

県や市町村のホームページを確認してみましょう。 

（例）渋⾕区ゆれやすさマップ（渋⾕区ホームページより） 



Copyright Sakurajimusyo inc. All Rights Reserved. 

「活断層」について 

 

■活断層とは、地震が発⽣する場所であり、将来も活動する可能性のある断層のことです。過

去に⼤きな地震が発⽣した場所は、地形が変形した痕跡が残っており、それが確認されている

場所が活断層と呼ばれています。 

活断層は⽇本列島の範囲だけでも 2,000 以上の活断層があるとされており、まだ⾒つかって

ない活断層もあることから、⽇本中いたる所に活断層があると⾔っても良いくらいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓鎌倉市ホームページ「神奈川県周辺のおもな活断層」より 

 

■活断層から近い地域は地震による揺れが特に⼤きくなるため、離れた地域に⽐べると建物や

地域に対する災害リスクは⾼くなりますが、それゆえに、⾏政が防災対策などを強化している

ことがあります。活断層近隣地域や広域地域の⼤地震に対する対策を⾏政機関に確認してみま

しょう。         

      

■国⼟地理院のホームページでは⽇本列島の特定の箇所について、活断層の位置を地図で公開

しています。 

ＵＲＬ︓http://www.gsi.go.jp/bousaichiri/active_fault.html 
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「液状化」について 

 

■液状化現象（えきじょうかげんしょう）は、簡単に⾔えば⽔分を多く含んだ地盤が地震の揺

れにより液状になってしまうことです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真︓財団法⼈消防科学総合センター「災害写真データベース」より 

■本レポートの液状化の可能性は、防災科学技術研究所（地震ハザードステーション）の資料

及び国⼟庁防災局「液状化地域ゾーニングマニュアル」をもとに、250 メートル四⽅の地域ご

とに判定されたものとなります。 

 

■広域にわたる⽔道管破損などの被害は防げなくとも、建物の下に杭を施⼯したり地盤補強⼯

事を⾏ったりと、建物だけは傾かないように対策することも可能です。 

液状化の可能性が「やや⾼い」「⾼い」地域の場合、特定の⼟地について液状化による被害が

起きる可能性があるのかどうか、また、被害が想定される場合に何か対策を施してあるかを売

主や建設会社などに確認しましょう。 

 

■各市区町村では様々な地震を想定して、液

状化マップを作成しています。お住まいの地

域の⾏政機関のホームページ等でご確認下

さい。 
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（参考）液状化とは︖液状化への対策は︖ 

 

■液状化とは︖ 

低地や埋⽴地などの地盤には、⽔分がたくさん含まれています。そのような地盤は、普段は

砂粒同⼠が⽀えあい、その間を⽔が満たしている状態で安定しています。しかし、地震により

激しい振動が加えられると、砂粒の⽀えあいが崩れます。 

建物などの重みが加わることで砂粒の間にある⽔が地盤表⾯に浮き上がり、地表近くの地盤

が沈下します。液状化が起こると「地盤の沈下」「地中のタンクやマンホールの浮き上がり」「建

築物の傾き・転倒」「地中にある配管の破損」などの被害が発⽣します。 

出典︓東京都「建物における液状化対策ポータルサイト」 

 

■液状化への対策 

液状化に対する備えは「事前に地盤を強くする」「事前に建物の基礎を⼯夫する」「起きてか

ら修復する」に⼤別されます。 

＊被害を最⼩限に抑える対策・・・地盤を改良する  

＊被害の軽減を図る対策・・・地盤にあった建物の基礎を選択する 

＊被害を受けてから修復する 

『東京都建物における液状化対策ポータルサイト“液状化対策を検討する”』より 

http://tokyo-toshiseibi-ekijoka.jp/study.html 
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「浸⽔の可能性」について 

 

■本レポートの浸⽔の可能性は、「（社）⽇本化繊協会全国の浸⽔実績図」や地質調査会社保有

の資料等をもとに、過去の浸⽔実績範囲から距離が遠い場所を「浸⽔実績なし」とし、距離が

近い場所を「浸⽔実績あり」として、距離に応じて４段階で表⽰しています。 

 

■浸⽔実績がある場合、気になる地域・場所でどの程度の被害が発⽣したのかは、その地域の

役所で確認できます。地域の浸⽔対策なども併せて確認しましょう。 

 

■特定の場所に浸⽔のリスクがある場合、１階や地下・半地下部分は屋内に被害が発⽣する恐

れもあります。建物の浸⽔被害について対策を施しているか、売主や施⼯会社等に確認します。 

■浸⽔リスクがある地域では、居住エリアが２階以上にあり住宅内部の被害発⽣の可能性が低

い場合でも、⼀⼾建てにおいては基礎内部には⽔が浸⼊し、⽊造であれば⼟台などが全て濡れ

ます。マンションの場合、１階にはエントランスホールをはじめとする共⽤部分があり、⽔や

泥で汚れるとともに、電気製品が⽔で故障する可能性があります。 

⼀⼾建てもマンションも、建物のいずれかがに⽔が浸⼊したあとは、濡れた範囲の状態を点

検しておいたほうがいいでしょう。 

 

■道路が冠⽔することで⾞などが浸⽔する被害も考えられます。事前に浸⽔しない地域に⾞な

どを移動しておけるよう、地域の防災情報を調べておきます。 

 

       写真︓我孫⼦市ホームページより  
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（参考）浸⽔の種類 

 

■浸⽔には「内⽔」と「洪⽔」があります。「内⽔」とは堤防で守られた内側の⼟地（⼈が住ん

でいる場所）にある⽔のことで、⼤⾬が降ると下⽔道や側溝・排⽔路だけでは降った⾬を流し

きれなくなることがあります。内⽔の⽔はけが悪化し、建物や⼟地・道路が⽔に浸⽔する被害

を『内⽔被害』といいます。  

対して『洪⽔被害」とは、河川の⽔が堤防から溢れたときに発⽣する浸⽔被害です。河川か

ら近く、また標⾼が低い場合には、河川の氾濫による⼤きな被害が起きることがあります。  

 

 

 

 

 

 

     出典︓柏市「浸⽔（内⽔）ハザードマップ」 
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「⼟砂災害の可能性」について 

 

■本レポートの⼟砂災害の可能性は、⼟砂災害防⽌法により警戒区域として指定されている地

域かどうかを表⽰しています。 

 

■これらの区域に該当している場合、どの程度の危険性があるのか、また、被害防⽌のために

市区町村などがどのような対策をとっているかなどを確認することをお勧めします。 

 

■梅⾬時期の集中豪⾬や台⾵に伴う豪⾬などにより崖崩れ災害が予想される地域や避難に関す

る情報をまとめた『⼟砂災害ハザードマップ』が市区町村別に作成されています。警戒区域指

定に関わらず、災害発⽣時の避難場所などを知っておくためにも役所のホームページ等で確認

しておくのがお勧めです。 

 

■各都道府県別にも⼟砂災害リスクがある場所（地図）が公開されており、国⼟交通省ホーム

ページに各都道府県別のリンクが掲載されています。家だけでなく学校などの施設も調べられ

ます。 

国⼟交通省ホームページ 「各都道府県が公開している⼟砂災害危険箇所と⼟砂災害警戒区域」 

http://www.mlit.go.jp/river/sabo/link_dosya_kiken.html 
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（参考）土砂災害の種類

■⼟⽯流

⼟⽯流とは、⼭腹、川底の⽯や⼟砂が⼤⾬などに

より⽔と⼀緒に激しく流下する現象です。 

時速 20〜40km という速度で、周辺の⽊々や岩

などを先端部に巻き込みながら進み、⼈家や⽥畑、

道路を⼀瞬のうちに壊滅させてしまいます。  

■地すべり

地すべりとは、地下⽔などの影響により、斜⾯を

構成する⼟塊が斜⾯下⽅にすべり、移動する現象で

す。 

移動するスピードはゆっくりですが、広い範囲に

わたって地⾯が動くため、家や道路や⽥畑などが広

範囲に被害を受けます。 

■がけ崩れ

がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）とは、⾬や地震などの影響で地盤がゆるみ、

突然斜⾯が崩れ落ちる現象です。 

現象としては局所的ですが、崩壊速度

が極めて速いため⼈命に直結する割合

が⾮常に⾼いという特徴があります。 

出典︓神奈川県ホームページ「神奈川県⼟砂災害警戒区域等区域マップ ⼟砂災害の種類」 
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「⼟地の履歴」について

■現在は住宅街になっている場所が、過去には「⽔⽥」「沼」であったり、河川が流れていたと

いうこともあります。宅地造成される前がこういった「⽔」を多く含む⼟地であった場合、地

盤が多く⽔を含んでいたり、柔らかい可能性があります。 

■昔の⼟地が、建物が建てられていたところだったのか、または畑だったのか、⽔⽥だったの

か等を知ることで、より詳しく地盤や災害の情報を調べる必要性を考えることができます。 


